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平成２７年９月２８日 

宗像市議会 

議 長 吉 田 益 美 様 

 

予算決算第２特別委員会 

委員長  杉下 啓惠 

 

委員会審査報告書 

 

本委員会に付託された事件の審査結果を宗像市議会会議規則第１１０条

の規定により報告します。 

 

記 

 

第８１号議案から第８８号議案は、地方自治法及び地方公営企業法の規定

により、平成２６年度各会計歳入歳出決算が、監査委員の意見を付けて議会

の認定に付されたものである。 

 

 

第 81号議案 平成２６年度宗像市住宅新築資金等貸付事業特別会計

歳入歳出決算認定について 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 歳入決算額 １，３００万８，３４４円（前年度比 ５．６％減） 

歳出決算額 １，０２４万２，００２円（前年度比１９．９％増） 

歳入歳出差引額 ２７６万６，３４２円 

２ 滞納者のうち、２６年度中に完済したのは３件で、年間最低３件の目標

は達成した。その他は概ね分納で納付中である。８件については、２６年

度中の納付がなかったが、滞納者本人や保証人も含めて支払いが困難なケ

ースについては、国の償還推進助成金の利用を検討している。 

３ 現段階では減債基金残高の取り扱いについて、国の方針は示されていな

い。公債の期限は３３年度であるが、その後も継続して全ての債務が終わ

るまで、回収業務に取り組んでいく予定である。 

 

【審査結果】 

委員会は全員賛成で認定した。 

 

 

第 82号議案 平成２６年度宗像市国民健康保険特別会計歳入歳出決

算認定について 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

〔事業勘定〕 

１ 歳入決算額 １０４億８，２５６万１，６８２円（前年度比２．８％増） 

歳出決算額 １０２億２，０５５万２，９９８円（前年度比２．３％増） 

歳入歳出差引額０２億６，２００万８，６８４円（前年度比２．３％増） 

２ 保険税の収納率は９６．０％で、前年度より０．３ポイント上昇した。

これは、収納課との連携に加え、２５年１０月から市役所窓口で口座振替

受付サービスを積極的に推進した結果、口座振替の割合が向上したことも

影響していると考えられる。口座振替受付サービスについては、１日当た

り約１．８人、年間６５６人の申し込みがあった。  

３ 医療費適正化対策として、レセプト、柔道整復師施術療養費支給申請書

の点検調査、医療費通知の送付、ジェネリック医薬品の使用推進などに取

り組んだ結果、一人当たりの医療費の伸び率が、当初見込んでいた３％を

下回り、２．８％となった。レセプト点検受託者については、選定方法を、

２５年度までの入札方式からプロポーザル方式に変更し、点検に関する高

いスキルとノウハウを有する受託者を選定することができたことから、内

容点検の効果率が０．４８％、効果額が約３，２４８万円となり、前年度

比で０．３ポイント、約２，０３３万円増加した。またデータヘルス計画

を策定することで、医療費を引き上げている疾病の特定につながり、重症

化予防対策の方向性を見い出すことができた。 

４ 実質単年度収支は、約５，９００万円であり、昨年度に引き続き黒字決
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算となった。これは、一人当たり医療費の伸び率が、当初見込んでいた３％

を下回ったことによる歳出の減、財政安定化支援事業繰入金、国の特別調

整交付金、県の財政調整交付金、保険税などが見込額より増加したことに

よる歳入の増などが主な要因である。しかし、後期高齢者支援金分と介護

納付金分は赤字となっており、後期高齢者支援金分は医療給付費分の黒字

分で、介護納付金分はその他一般会計繰入金で補てんした。 

５ 保険税の軽減については、５割軽減と２割軽減の対象となる所得額が引

き上げられたこと、被保険者の所得が全体的に減尐していることなどから、

軽減対象者が増加した。 

 

〔直営診療施設勘定〕 

１ 歳入決算額 １億１，８１０万６，２４９円（前年度比５２．８％増） 

歳出決算額 １億１，７３４万６，０３８円（前年度比５３．５％増） 

歳入歳出差引額億１，７７６万６，２１１円（前年度比５３．５％増） 

２ 前年度より決算額が増加した主な要因は、医療用機械器具（電子カルテ

及び分包機、内視鏡等）の購入、診療所施設整備工事（受付カウンター他

改修工事）による歳出の増、その財源である国からの補助金、市債等が歳

入で増となったことなどである。 

３ 島内に整骨院、はりきゅう院が開設された影響による、低周波治療の受

診者数の減尐（前年度比約１，５６９人、約８０％の減）、医師の判断に

よる薬の処方期間の延長などにより、受診者数、診療収入とも減尐した。 

４ 医師の研修等により、診療所の診療日数が前年度比で１４日、５％ほど

減尐した。 

 

【意  見】 

（賛成意見） 

・健康福祉部の決算報告書は、成果の報告がきちんとなされており、このよ

うな報告を是非全庁的に広めて欲しい。医療費適正化の成果は上がってい

るが、今後は対象者に対する啓発だけではなく、全市民に対して医療費に

関するコスト、削減効果などを数値で示し、課題等を共有できるような啓

発を行って欲しい。 

・被保険者数や医療給付が増えている中、医療費適正化の取り組みなどによ

り、高齢化に伴い増加する医療費が抑えられている。医療に関する予防啓

発等を更に進め、国保会計が破綻しないよう運営して欲しい。 

・医療費適正化、データヘルス計画の策定などに対する取り組みは、高く評

価している。本市に合った重症化予防対策事業、特定保健指導の実施率や

個別健診の受診率向上に向けた対策の検討を要望する。 

（反対意見） 

・国保被保険者の所得は２００万円以下がほぼ８割であり、高齢者が増加す

る中で、今後の国保会計はますます厳しくなる。保険税の値上げにより被

保険者の負担が大きくなっているので、本来の社会保障制度としてのある

べき姿が保てるように、市独自の保険税の軽減策、値下げなどを検討すべ

きである。大島診療所については、島民が安心できる医療体制の整備を要

望する。 

・高齢者の二極化が進む中で、保険税率の改定が過大であったため、過度の

負担を被保険者に求めすぎている。被保険者が老後の生活を安心して過ご

せるよう、保険税の値下げを含めた国保会計の在り方を再度検討して欲し

い。 

 

【審査結果】 

委員会は賛成多数で認定した。 

 

 

第 83号議案 平成２６年度宗像市後期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算認定について 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 歳入決算額 １４億２，８７８万８，２８１円（前年度比５．４％増） 

歳出決算額 １３億８，２９６万８，７７８円（前年度比５．１％増） 

歳入歳出差引額３億４，５８１万９，５０３円（前年度比５．１％増） 

２ 歳入増の主な内容は、後期高齢者医療保険料と繰入金である。繰入金の

増は、国民健康保険制度と同様に、保険料の軽減対象となる所得額が引き

上げられ軽減対象者が増加したことにより、国県市の負担金が増額したこ
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とによるものである。 

３ 被保険者数は、前年度と比較して７５歳以上が３１４人増加、一定の障

がいがある６５歳以上７５歳未満が３人減尐したため、前年度比３１１人、

２．８％増加した。 

４ ２６年度の現年度分収納率は９９.５％で、県平均を０．４％上回って

いる。 

 

【審査結果】 

委員会は賛成多数で認定した。 

 

 

第 84号議案 平成２６年度宗像市介護保険特別会計歳入歳出決算認

定について 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

 

〔保険事業勘定〕 

１ 歳入決算額 ６６億８，３９２万  ２６０円（前年度比２．７％増） 

歳出決算額 ６６億４，８８９万  ４１３円（前年度比２．７％増） 

歳入歳出差引額    ３，５０２万９，８４７円 

２ 介護給付費の総額は約６２億６，１２５万円で、前年度比で約１億６，

６５３万円、２．７％の増、地域支援事業の利用者負担額を含んだ事業費

総額は、約１億６，４１９万円で、前年度比で約４３８万円、２．７％の

増である。 

３ ２４年度から２６年度までの第５期介護保険事業の財政状況について

は、計画値に対する実績値の比率が９６．８％であり、健全な運営ができ

た。 

４ 介護給付費については、居宅サービスと地域密着型サービスは増加して

いるが、施設サービスは減尐している。これは、介護療養型医療施設の利

用者が８．４％減尐し、しかもこのうち入所の中心である要介護４～５の

利用者が、約１０％減尐していることが直接の理由である。 

５ 高齢者からの相談や日常生活の支援などについては、主に民生委員等か

らの情報に基づいて対応している。対応が困難な場合は、消防、警察等と

連携をとっている。 

 

〔介護サービス事業勘定〕 

１ 歳入決算額 ４，９６０万２，６４６円（前年度比１９．３％増） 

歳出決算額 ４，５６０万６，３０２円（前年度比２５．８％増） 

歳入歳出差引額 ３９９万６，３４４円 

２ 歳入の主なものは、介護予防サービス計画費収入で、歳出は、介護予防

サービス計画作成のための費用で、非常勤任用職員の報酬、共済費、計画

作成委託料、事業所から地域包括支援センターに出向している職員の負担

金などである。 

 

【意  見】 

（賛成意見） 

・運営体制の維持向上のために、地域包括支援センター等の体制強化を図っ

ている点は評価する。高齢者対策については市民サービスの充実が急がれ

るので、更にスタッフ数を拡充して全力で臨んで欲しい。 

・高齢化が進んでいく状況の中で、地域で支えるシステムの構築が必要であ

るが、担当課だけでは難しい面があるので、人材の確保や課題の把握に早

めに取り組んで欲しい。 

（反対意見） 

・介護保険制度の改正により、制度が社会保障制度の本質から離れていくこ

とを危惧する。市独自の保険料の減免制度を設けるなど、必要なサービス

を受けることができるように改善すべきである。 

・現在の介護保険制度は、介護サービスの限度が決められており、足りない

分は自己負担でサービスを受けなければ生活が成り立たない高齢者が増

えている。社会保障制度としての介護保険の今後について、各地方自治体

が向き合っていかなければならない状況である。 

 

【審査結果】 

委員会は賛成多数で認定した。 
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第 85号議案 平成２６年度宗像市・福津市介護認定審査会特別会計

歳入歳出決算認定について 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 歳入歳出決算額はともに４，５８３万８，０３６円 

（前年度比１０．７％増） 

２ 介護認定審査会は福津市と共同設置し、２６年度は１４合議体で延べ２

５４回開催。審査件数は、宗像市と福津市合計６，９８２件、構成比率は

宗像市６４．３％、福津市３５．７％。この割合を基礎に、福津市の負担

金と本市の繰入金を算出している。主な歳出は、認定審査会の委員報酬及

び関係職員人件費である。 

 

【審査結果】 

委員会は全員賛成で認定した。 

 

 

第 86号議案 平成２６年度宗像市渡船事業特別会計歳入歳出決算認

定について 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 歳入歳出決算額はともに４億９，２５７万４，４１３円 

（前年度比２０．２％増） 

２ 渡船３隻において、船員法施行規則で定められている操練、防火・防水

等の安全訓練を年間４３回行った。 

３ 大島、地島、島外利用者に対し、フェリーの利用状況調査を実施し、そ

の結果を踏まえて、大島航路の航路改善計画書を策定した。 

４ 船検切れ防止の対策として、有効期限証を船舶に貼付し、職員間で情報

を共有・確認をするように改善を行った。 

５ 世界遺産国内推薦候補決定による来訪者対策については、世界遺産登録

推進室が中心となって設置された世界遺産庁内対策会議で、人員の確保等

も含めて対応を検討する。現状では臨時便の増加等で、有資格者である船

長、機関長の負担が大きくなっているため、船員の中で有資格者を増やす

ことで対応している。 

６ ２５年度と比較すると小荷物と貨物の数の増減があるが、これは運輸局

の指摘により、２６年７月から小荷物と貨物の運賃適用方法を変更したこ

とによるものである。 

７ ２６年度は、地島航路、大島航路合わせて４，７１２便を運航し、乗客

数は地島航路６万２，３５８人、大島航路１９万６，９１３人、合計２５

万９，２７１人で前年度に比べ９，８４１人、３．７％減尐している。こ

れは、７月から１０月にかけての台風により、大島航路で３３便、地島航

路で２８便が欠航したことなどによるものである。 

 

【意  見】 

（賛成意見） 

・定期的な安全訓練については、今後も更に力を入れて欲しい。来訪者の増

加が予想されるが、関係部署と連携し、おもてなしの意識を持って運航に

努めていただくことを要望する。 

・今後は、臨時便の増加などにより、船員の負担が増えることが予想される

が、安全運航の視点から船員の負担軽減の対策を講じて欲しい。 

・島外からの観光客の増加が予想されるが、それと並行して島民の暮らしの

充実が必要である。渡船は島民の日常的な交通手段なので、手荷物等にか

かる料金については、特段の配慮を検討して欲しい。 

 

【審査結果】 

委員会は全員賛成で認定した。 

 

 

第 87号議案 平成２６年度宗像市漁業集落排水処理施設事業特別会

計歳入歳出決算認定について 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 
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１ 歳入決算額 １億２，３５３万１，２１５円（前年度比５．７％増） 

歳出決算額 １億２，３４０万８，０１３円（前年度比５．７％増） 

歳入歳出差引額    １２万３，２０２円 

２ 前年度と比較して決算額が増加した主な理由は、歳入では下水道使用料、

一般会計繰入金の増、歳出では維持管理費、事業費の増である。 

３ 鐘崎、地島、大島地区の処理施設の維持管理業務の他、２８、２９年度

に工事を予定している大島下水処理場の改築に向けた機能保全計画策定

業務を行った。 

４ 維持管理費の修繕料の増額は施設の老朽化によるもので、機能保全計画

による改築後は、修繕料が抑えられる見込みである。 

５ 不納欠損額のほとんどは、現在運営会社が解散している旧さざなみ館分

であり、その他は居所不明で時効が到来した分等である。 

 

【審査結果】 

委員会は全員賛成で認定した。 

 

 

第 88号議案 平成２６年度宗像市下水道事業会計決算認定について 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 収益的収支の決算状況（税込み） 

収入決算額  ２９億２，４７７万５，４６４円 

支出決算額  ２６億３，８４５万４，５９０円 

収支差引額   ２億８，６３２万   ８７４円 

２ 資本的収支の決算状況（税込み） 

収入決算額   ６億５，７３０万   ６５円 

支出決算額  １７億２，９７８万   ７６円 

収支差引額 △１０億７，２４８万   １１円 

収入不足分は、損益勘定留保資金等で補てんしている。 

３ 地方公営企業会計の制度改正により、新会計基準に基づいた決算を行っ

たため、前年と比較して、営業外収益の他会計負担金、長期前受金戻入、

営業費用等で金額に大幅な増減が生じている。 

４ 主に江口地区などの汚水管渠の整備を行った結果、２６年度末の下水道

普及率は前年度から０．４ポイント増加し、９６．２％となった。汚水管

渠整備では、管渠延長が１．２キロメートル増加し、総延長４７９．８キ

ロメートル、処理区域面積は、２，６０１ヘクタールとなった。 

５ 下水道使用料の収納率は現年度分９７．２％、過年度分５８．１％であ

る。 

６ 滞納分使用料については、業務を委託している宗像地区事務組合、市の

収納課と連携して徴収に努めている。 

７ 浸入水防止対策については、毎年継続して工事を行っているが、今後は

国庫補助の対象となる長寿命化基本計画に基づいた工事も進めていく予

定である。 

８ 処理原価を使用料で賄えていない状況が継続していたが、下水道の接続

率が向上したことで、前年度と比較して改善している。 

   

【意  見】 

（賛成意見） 

・今後、雤量の増加が予想される中で、特に早急な浸入水防止、汚水管等の

老朽化対策の検討を要望する。 

 

【審査結果】 

委員会は賛成多数で認定した。 

 

 

第 90号議案 平成２７年度宗像市住宅新築資金等貸付事業特別会計

補正予算（第１号）について 

 

 歳入歳出それぞれ１７６万６千円を増額し、予算総額を歳入歳出それぞ

れ９２０万９千円とする。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 
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 ２６年度決算額の確定に伴い、歳入で繰越金を増額し、歳出で減債基金積

立金を増額する。 

 

【審査結果】 

委員会は全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 91号議案 平成２７年度宗像市国民健康保険特別会計補正予算（第

１号）について 

 

事業勘定は、歳入歳出それぞれ１億４，４１８万５千円を増額し、予算

総額を歳入歳出それぞれ１１８億３，２２７万円とする。直営診療施設勘

定は、歳入歳出それぞれ１０９万７千円を減額し、予算総額を歳入歳出そ

れぞれ８，７６４万１千円とする。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 事業勘定の補正の主な内容は、２６年度決算額の確定に伴うもの、職員

の人事異動及び給与改定に伴うもの、医療費適正化特別対策事業に関する

ものである。医療費適正化特別対策事業費では、糖尿病性腎症重症化予防

事業に取り組むための委託料などを新たに計上する。 

２ ２６年度決算に伴い、約２億６，２００万円を２７年度に繰り越すが、

その内の約１億１，４００万円を過年度返還金として国・支払基金等に返

還し、残金で２７年度の赤字補てん分として計上していた、歳入のその他

一般会計繰入金１億２千万円を減額した。 

３ 直営診療施設勘定の補正の主な内容は、２６年度決算額の確定に伴うも

の、職員の給与改定等に伴うもの、地方債の借入利率が確定したことによ

る償還利子の減額である。 

 

【審査結果】 

委員会は賛成多数で原案のとおり可決した。 

 

 

第 92号議案 平成２７年度宗像市後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）について 

 

 歳入歳出それぞれ１，４０９万２千円を増額し、予算総額を歳入歳出それ

ぞれ１５億９７６万５千円とする。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

 ２６年度決算額の確定に伴い、歳入で繰越金を増額、一般会計からの事

務費繰入金を減額、歳出で後期高齢者医療広域連合納付金を増額、職員の

人事異動及び給与改定に伴い職員人件費を増額する。 

 

【審査結果】 

委員会は全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 93号議案 平成２７年度宗像市介護保険特別会計補正予算（第１

号）について 

 

 保険事業勘定は、歳入歳出それぞれ７，８３３万８千円を増額し、予算総

額を歳入歳出それぞれ７３億７，１８３万２千円とする。介護サービス事業

勘定は、歳入歳出それぞれ１９９万６千円を増額し、予算総額を歳入歳出そ

れぞれ６，１０５万４千円とする。また、保険事業勘定の債務負担行為の追

加を行う。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 保険事業勘定の補正の主な内容は、２６年度決算額の確定に伴うもの、

職員の人事異動と給与改定及び人件費の組み換えに伴うもの、介護保険制

度改正に伴うシステム改修に関するものである。人件費の組み換えについ

ては、地域包括支援センター職員の増員に伴うものである。 

２ ２８年１０月以降順次、地域包括支援センターを日常生活圏域ごとに外
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部委託する予定であるため、１カ所分の業務委託費について、債務負担行

為を追加する。専門職の資格を持った職員の配置を前提に委託費の算定を

行っている 

３ 介護サービス事業勘定は、２６年度決算額の確定に伴い、歳入で繰越金

を、歳出で予備費を増額する。 

 

【審査結果】 

委員会は全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 94号議案 平成２７年度宗像市・福津市介護認定審査会特別会計

補正予算（第１号）について 

 

歳入歳出それぞれ４万１千円を増額し、予算総額を歳入歳出それぞれ５，

１６１万９千円とする。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

 職員の人事異動及び給与改定に伴い、歳出で介護認定関係職員の人件費を

増額する。これに伴い、歳入で福津市負担金、宗像市繰入金を増額する。 

 

【審査結果】 

委員会は全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 95号議案 平成２７年度宗像市渡船事業特別会計補正予算（第１

号）について 

 

歳入歳出それぞれ２７４万円を減額し、予算総額を歳入歳出それぞれ４

億６，１１４万７千円とする。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

船員の定年退職に伴う新規船員の採用により、歳出で運航費の職員人件費

を減額、職員の昇格により、営業費の職員人件費を増額する。これに伴い、

歳入で一般会計繰入金を減額する。 

  

【審査結果】 

委員会は全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 96号議案 平成２７年度宗像市漁業集落排水処理施設事業特別会

計補正予算（第１号）について 

 

 歳入歳出それぞれ４００万４千円を増額し、予算総額を歳入歳出それぞ

れ１億５，２０３万５千円とする。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 上八地区の公共下水道区域の下水道使用料について、下水道事業会計で

はなく漁業集落排水処理施設事業特別会計で会計処理をしていたため、過

去３カ年分及び現年分の使用料の補正を行う。その他、地形の関係から鐘

崎処理場で汚水処理を行っている上八地区平原地域の昨年８月からの汚

水処理負担金の補正を行う。 

２ 上記会計処理の修正に伴う補正の他、２６年度決算額の確定、給与改定

及び人事異動に伴い、歳入歳出予算の補正を行う。 

 

【審査結果】 

委員会は全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 97号議案 平成２７年度宗像市下水道事業会計補正予算（第２号）

について 
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 収益的収入及び支出において、収入を１４２万１千円減額し、収入総額を

２８億９，８５１万７千円に、支出を１，３２３万５千円減額し、支出総額

を２６億１２５万８千円とする。資本的収入及び支出において、支出を５４

万６千円増額し、支出総額を１４億９，４５１万６千円とする。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

 会計処理の修正に伴う補正（第９６号議案の審査内容を参照）の他、２６

年度決算額の確定、給与改定及び人事異動等に伴い、歳入歳出予算の補正を

行う。 

 

【審査結果】 

委員会は全員賛成で原案のとおり可決した。 

 


